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宮下 秀和
　千葉県から七久保に移住して３

年目。自宅でバラ園造りに挑戦中

です。家族は妻と猫１匹。

荒川みずき
　神奈川県出身。一人娘と暮らす

シングルマザーです。「循環」をテ

ーマに物作りをしています。

池 上　明
　アメリカ文化に憧れた日本文化

の酒屋です。昔から飯島駅前で営

業する３代目の店主です。
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新しい議会に
期待することは ？ 住所・氏名・年齢・解答とご意見など

をご記入のうえ、いいちゃんポスト・
ＱＲコードで、飯島町議会事務局　
議会だよりアンケート係宛まで

InstagramInstagramFacebookFacebook

★新議員と新議会構成の紹介

★３月定例会報告

議会だよりアンケート議会だよりアンケート

４月から新しい議会体制になりました。
皆様の新しい議会に期待することを
お寄せください。（P.２～３参照）

新議員 新議員 新議員

1. 表紙

・良い表情をされています。これからが楽しみです！

・はちきれんばかりの笑顔。若いって良いな。

・生徒が成人する頃、元気な町であり続ける責任も

感じました。

・みんな笑顔でとても良い写真でした。

2. 特集ページ 「中学生の議会だより作成」 （要望　

　　　を含む）

・総合という授業、とても良い時間だと思います。

私も学生の頃、こんな授業の時間欲しかった。

・生徒さん達が町を盛り上げようと自分たちで考え

てやり切る、読んでいて楽しかったです。

・小さい写真がいくつもあって、分かりづらいのが

残念でした。

・表紙と関係する特集ページは冊子としてまとまり

があって良い。

・様々な場面の写真や、個人の写真とメッセージで

構成してあり、関心を持って何回も読みました。

・農業から銀座NAGANOまで幅広い経験を若いうち

にできるのは良い取り組みだと思います。

3. 定例会・各委員会

・学童クラブがすし詰めなのは知りませんでした。

　より良い環境で今後過ごせるようになれば良い。

・学童クラブは長期休暇など、働いている親にとっ

ては本当にありがたい場所ですが、もっと広けれ

ばありがたい。

・マイナ保険証利用の件で未だ討論しているのはレ

ベルが低いと思う。

・議員報酬ですが、家業を持った人でないとこの議

員報酬では厳しいのかも。

・若い人がもっと議員として活動したいと思えるた

めにも、年齢をある程度制限しての議員報酬増額

が妥当だったのでは。

・報酬も重要ですが、仕事内容や忙しさをもっと

オープンにすればなり手の候補は増えるのでは。

・議員講習会の内容を動画配信やホームページに載

せたりすると興味を持つ人が増えそう。

4. 一般質問

・自治会では、草刈りなどの地区作業や役員などが、

現役世代に多くのしかかってきています。平日は

働き、週末は地区のことをやるとかなりの負担。

 『地域のつながり』はもちろん大事ですがこのまま

では負担が大きすぎます。

・自治会問題を急いで話し合ってほしい。世帯数・

人数に格差があり、色々な面で不均等がある。

・税収の厳しさと打開策の見通し、こんなに厳しい

のか？と驚きです。無い袖は振れないとは言えな

い中で、町政の舵取りするのは大変ですね。

5. 全体を通しての意見・要望

・もうすぐ選挙ですが、今回のように若い世代と女

性議員がたくさん立候補すると良いな。

・「あれどうなった」で、その後どうなったのかわ

かりやすく書いてあり、他にも載せてほしい。

・一般質問は生活に直接影響がありそうで興味深い

が各委員会のやり取りは内容が大きく難しい。

・議員研修会に中学生２名参加の記事を見てたのも

しく思いました。

・町の課題や議論、取り組みがどのように進められ

ているかの概要がコンパクトにまとめられていま

す。

・情報がケーブルTVをはじめSNSなどで発信されて

いるのもとても良い。

第109号 広報紙面に対するご意見

議会だより議会だより

モニターのひとことモニターのひとこと
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宮脇 寛行 議長

　高齢化が進み、価値観も多様化する中で、多くの町

民が幸福を感じられる町となるように、全議員が結集

して活発な活動を進めます。

4月2日の臨時町議会で議長、副議長、各委員会の構成が決まりました。4月2日の臨時町議会で議長、副議長、各委員会の構成が決まりました。
（写真は議長と各委員長）

（敬称略、委員は議席番号順）飯島町議会構成表

議 長   宮脇 寛行

常任委員会

副議長   吉川 順平

委員長

委　員

議会選出監査委員

副委員長

伊藤 秀明  委員長

伊藤 秀明

堀 内　学

池 上　明

宮下 秀和

浜 田　稔

宮脇 寛行

坂本 紀子

星野 晃伸

三浦 寿美子

荒川 みずき

折 山　誠

吉川 順平

浜 田　稔

宮下 秀和

池 上　明

三浦 寿美子

荒川 みずき

星野 晃伸

堀 内　学

坂本 紀子

伊藤 秀明

宮下 秀和

浜 田　稔

総務産業委員会

　総務課・企画政策課・建
設水道課・産業振興課・会
計課の事業を調査し、関
係議案等の審査をします。

　住みやすい街、住んで

良かった、皆が幸せを感

じる街を目指します。

坂本 紀子  委員長

社会文教委員会

　教育委員会・健康福祉
課・住民税務課の事業を
調査し、関係議案等を審
査します。

　教育・福祉・文化政策

が誰もが満足できるよ

う、問題を掘り下げ提言

します。

浜 田　稔  委員長

議会広報委員会

 「議会だより」作成など、
議会活動を町民に知らせ
る活動をします。

　住民要望にどう向き合

っているか…　議会を分

かりやすく伝えるため

に、紙面刷新を続けてい

ます。　

堀 内　学  委員長

議会運営委員会

　議会の運営に関する調
整、提案をします。

　議会をスムーズに進め

るための大事な委員会を

混乱なく進められるよう

に努めます。

　自治体の役割は「住民福

祉の推進」と法律で定めら

れています。暮らしやすい

町にするため、町民の声を

聞き、小さな相談を受け止

めます。

　皆さまと一緒に、福祉の

充実、産業の発展、安全で、

「移住」したくなる町づく

りに取り組みます。

議会広報委員会社会文教委員会総務産業委員会
議会運営委員会

宮下 秀和 議員

　みんなが主役になれる町

づくりのため、小さなお話

し会を定期的に開催します。

議員は遠い存在ではなく身

近なお悩み相談所的な立場

を目指します。

　移住者として町の魅力を

再発見し、新しい出会いで

人生が豊かになる町にした

いです。

荒川 みずき 議員

　大切にしていることは人

と人のつながり、敬天愛人

です。絆のある場所は、に

ぎわいが生まれ、支え合い

が広がります。

　飯島駅周辺の再開発を通

じ、にぎわいを創出しま

す。若者が「帰ってきた

い」と思える町にする挑戦

をします。

池 上　明 議員

折 山　誠

いとう ひであき さかもと のりこ

ほりうち まなぶ

いけがみ

みやした ひでかず

あきら

はまだ みのる

ほしの あきのぶ

みうら

あらかわ

す   み   こ

おりやま まこと

みやわき ひろゆき きっかわ じゅんぺい

新 議 員 の 抱 負
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計課の事業を調査し、関
係議案等の審査をします。
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課・住民税務課の事業を
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査します。
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う、問題を掘り下げ提言

します。
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　議会の運営に関する調
整、提案をします。
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るための大事な委員会を

混乱なく進められるよう

に努めます。

　自治体の役割は「住民福
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れています。暮らしやすい
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めます。
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おかあさんといっしょ

　総務産業委員会は、令和７年度予算３件の調査を行い、本会議より付託された２件の陳情審査を

行った。出された主な内容は以下のとおり。

地域力創造プロジェクト事業継続か？

◆総務課
庶務係
問　文書管理電子決済システム
運用定着確認業務の内容と期間
は。
答　進捗管理・課題解決・分析

ヒアリングの委託業務で、人件

費１年分。

危機管理係
問　消防施設費の増加が大きい
が要因は。
答　第１分団車両更新による。

問　県防災行政無線更新負担金
が大きいが、内容は。
答　衛星通信の老朽化で第２世

代から第３世代へ更新。

◆産業振興課
農政係
問　道の駅負担金の年200万円
は必要か、また今後も継続する
考えか。
答　各駅とも年間20万人の利

用があり、交流人口の創出拠点

としても重要。現段階では負担

金無しは厳しい。

商工係
問　事業用施設増設支援事業内
容は。
答　200万円以上の施設投資し

た場合の固定資産税相当分を補

助するもの。

問　今年度事業継承に成功した
１件の内容は。
答　製造業で第３者への継承。

令和７年度予算

一 般 会 計

水道事業会計

団塊世代いきいき計画

採択すべきもの

問　衛星調査で60個所の漏水
確認があったが、改修予定は。
答　音聴調査で４カ所の異常が

あり、２カ所改修予定。

　社会文教委員会は、令和７年度予算４件の調査を行い、本会議より付託された条例案件１件・陳情案

件１件の審査を行った。出された主な内容は以下のとおり。

問　県下統一になると健康予防
事業に影響がないか。
答　町の特定健診の受診率は県

５位と高い。受診率が下がらな

いよう県に要望した。

問　薬の重複・頻回対策は、マ
イナ保険証で発見率が上がるか。
答　電子お薬手帳が普及するこ

とで対応ができると期待。

問　認知症対応型共同生活介護
事 業 所 の 家 賃 助 成 事 業 9 1 万 円
の内容は。        
答　事業所に家賃補助し、利用

料の軽減を図る。

国民健康保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

介護保険特別会計

「持続可能な学校の実現をめざ
す意見書」採択を求める
提出者　飯島町公立学校教職員

組合  水上和明先生

問　残業の主な内容は。
答　成績処理と資料作り。

採択すべきもの

請　願 ・ 陳　情

消費税率の５％への引き下げを
求める
参考人　上伊那民主商工会

飯島支部長　下平和幸氏

核兵器禁止条約への参加・調
印・批准を求める意見書を国に
提出を求める
参考人　いいじままち九ちゃん

の会　代表 高橋和恵氏

　　　町は、非核・平和宣言の

町である。包括性を持った条約

である。

不採択とすべきもの

請 願 ・ 陳 情

討 論

賛成

賛成

討 論

質 疑

　　　物価高の中で即効性があ

り、法人税を上げればカバーで

きる。

　　　引き下げに伴う財源案と

ともに提案すべき。

反対

賛成 1　不賛成 ４

賛成

討 論

　　　教職員の働き方改革は進

んでいない。学習指導要領の選

択や教職員の配置など、早急な

改善を求める。

賛成 ５　不賛成 0

賛成 5　不賛成 0

◆住民税務課
住民係
問　郵便料106万の内容は。
答　国が戸籍にフリガナを記載

する改正を行ったため、確認の

書類を送る費用。

問　児童手当費1億6,920万円の
給付世帯数は。
答　981世帯。

生活環境係
問　猫の繁殖制限助成事業８万
円の内容は。
答　野良猫と多頭飼育猫の手術

費用。上限で去勢費5,000円・

避妊費１万円を補助する。

収納対策室
問　町外に転居した住民で回収
不能となる町税の金額は。
答　年間160万円を想定。

◆教育委員会
子ども室
問　在宅育児支援金360万円の
内容は。
答　未満児に該当する１歳から

３歳までを在宅で育児すると月

15,000円を給付。

令和７年度予算

一 般 会 計
耕地林務係
問　町有林間伐事業の計画は。
答　町民の森西側、約６ヘクタ

ールを計画。

◆企画政策課
企画調整係
問　成果に疑問が生じている地
域力創造プロジェクトの事業継
続は可能か。
答　委託内容は分かれているた

め継続は可能。

問　町の負担額は。
答　2,350万円の事業で町負担

は50万円。

◆建設水道課
建設係
問　JR協定業務は高額だが。
答　七久保駅南側踏切で電気工

事を含めての金額である。

調査計画係
問　瓦屋根点検業務の内容は。
答　被災地で瓦の落下が救助課

題となったため、点検を実施。

◆地域創造課
地域係
問　自治組織見直し研究・検討
会議の内容と委員構成は。
答　自治会の負担軽減を念頭に

考えている。区会をはじめ、別

組織も含め委員構成を考える。

問　こども家庭センター事務室
改修工事300万円の内容は。
答　現在の教育委員会南側にセ

ンターを設置するための工事。

児童福祉と母子保健を総括する

保健師を設置する。

問　英語教育の充実内容とは。
答　中学校だけでなく、小学校

にも英語担当教員を増員する。

問　学校給食の給食費補助1,290
万円の内容は。
答　３学期分と物価高騰分を補

助する。

生涯学習係
問　飯島陣屋駐車場用地購入費
1,000万円の必要性は。
答　複数のバス事業者から陣屋

の評価が高く、ツアー団体客を

見込んで駐車場を用意する。

問　柏 木 運 動 場 整 備 事 業 ３ 億
7,949万円の内容は。
答　設計管理業務1,092万円、

整備工事3億6,857万円。

◆健康福祉課
地域福祉係
問　地域福祉センター事務室エ
アコン２台更新工事の内容は。
答　天井埋め込み型で、室外機

の更新と配管工事を含む。

保健医療係
問　定期予防接種Ｂ類にはコロ
ナと帯状疱疹は含まれるのか。
答　コロナは含まれるが帯状疱

疹は含まれない。

採 決

採 決

採 決

（4月から実施）

社会文教委員会社会文教委員会総務産業委員会総務産業委員会
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おかあさんといっしょ

　総務産業委員会は、令和７年度予算３件の調査を行い、本会議より付託された２件の陳情審査を

行った。出された主な内容は以下のとおり。

地域力創造プロジェクト事業継続か？

◆総務課
庶務係
問　文書管理電子決済システム
運用定着確認業務の内容と期間
は。
答　進捗管理・課題解決・分析

ヒアリングの委託業務で、人件

費１年分。

危機管理係
問　消防施設費の増加が大きい
が要因は。
答　第１分団車両更新による。

問　県防災行政無線更新負担金
が大きいが、内容は。
答　衛星通信の老朽化で第２世

代から第３世代へ更新。

◆産業振興課
農政係
問　道の駅負担金の年200万円
は必要か、また今後も継続する
考えか。
答　各駅とも年間20万人の利

用があり、交流人口の創出拠点

としても重要。現段階では負担

金無しは厳しい。

商工係
問　事業用施設増設支援事業内
容は。
答　200万円以上の施設投資し

た場合の固定資産税相当分を補

助するもの。

問　今年度事業継承に成功した
１件の内容は。
答　製造業で第３者への継承。

令和７年度予算

一 般 会 計

水道事業会計

団塊世代いきいき計画

採択すべきもの

問　衛星調査で60個所の漏水
確認があったが、改修予定は。
答　音聴調査で４カ所の異常が

あり、２カ所改修予定。

　社会文教委員会は、令和７年度予算４件の調査を行い、本会議より付託された条例案件１件・陳情案

件１件の審査を行った。出された主な内容は以下のとおり。

問　県下統一になると健康予防
事業に影響がないか。
答　町の特定健診の受診率は県

５位と高い。受診率が下がらな

いよう県に要望した。

問　薬の重複・頻回対策は、マ
イナ保険証で発見率が上がるか。
答　電子お薬手帳が普及するこ

とで対応ができると期待。

問　認知症対応型共同生活介護
事 業 所 の 家 賃 助 成 事 業 9 1 万 円
の内容は。        
答　事業所に家賃補助し、利用

料の軽減を図る。

国民健康保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

介護保険特別会計

「持続可能な学校の実現をめざ
す意見書」採択を求める
提出者　飯島町公立学校教職員

組合  水上和明先生

問　残業の主な内容は。
答　成績処理と資料作り。

採択すべきもの

請　願 ・ 陳　情

消費税率の５％への引き下げを
求める
参考人　上伊那民主商工会

飯島支部長　下平和幸氏

核兵器禁止条約への参加・調
印・批准を求める意見書を国に
提出を求める
参考人　いいじままち九ちゃん

の会　代表 高橋和恵氏

　　　町は、非核・平和宣言の

町である。包括性を持った条約

である。

不採択とすべきもの

請 願 ・ 陳 情

討 論

賛成

賛成

討 論

質 疑

　　　物価高の中で即効性があ

り、法人税を上げればカバーで

きる。

　　　引き下げに伴う財源案と

ともに提案すべき。

反対

賛成 1　不賛成 ４

賛成

討 論

　　　教職員の働き方改革は進

んでいない。学習指導要領の選

択や教職員の配置など、早急な

改善を求める。

賛成 ５　不賛成 0

賛成 5　不賛成 0

◆住民税務課
住民係
問　郵便料106万の内容は。
答　国が戸籍にフリガナを記載

する改正を行ったため、確認の

書類を送る費用。

問　児童手当費1億6,920万円の
給付世帯数は。
答　981世帯。

生活環境係
問　猫の繁殖制限助成事業８万
円の内容は。
答　野良猫と多頭飼育猫の手術

費用。上限で去勢費5,000円・

避妊費１万円を補助する。

収納対策室
問　町外に転居した住民で回収
不能となる町税の金額は。
答　年間160万円を想定。

◆教育委員会
子ども室
問　在宅育児支援金360万円の
内容は。
答　未満児に該当する１歳から

３歳までを在宅で育児すると月

15,000円を給付。

令和７年度予算

一 般 会 計
耕地林務係
問　町有林間伐事業の計画は。
答　町民の森西側、約６ヘクタ

ールを計画。

◆企画政策課
企画調整係
問　成果に疑問が生じている地
域力創造プロジェクトの事業継
続は可能か。
答　委託内容は分かれているた

め継続は可能。

問　町の負担額は。
答　2,350万円の事業で町負担

は50万円。

◆建設水道課
建設係
問　JR協定業務は高額だが。
答　七久保駅南側踏切で電気工

事を含めての金額である。

調査計画係
問　瓦屋根点検業務の内容は。
答　被災地で瓦の落下が救助課

題となったため、点検を実施。

◆地域創造課
地域係
問　自治組織見直し研究・検討
会議の内容と委員構成は。
答　自治会の負担軽減を念頭に

考えている。区会をはじめ、別

組織も含め委員構成を考える。

問　こども家庭センター事務室
改修工事300万円の内容は。
答　現在の教育委員会南側にセ

ンターを設置するための工事。

児童福祉と母子保健を総括する

保健師を設置する。

問　英語教育の充実内容とは。
答　中学校だけでなく、小学校

にも英語担当教員を増員する。

問　学校給食の給食費補助1,290
万円の内容は。
答　３学期分と物価高騰分を補

助する。

生涯学習係
問　飯島陣屋駐車場用地購入費
1,000万円の必要性は。
答　複数のバス事業者から陣屋

の評価が高く、ツアー団体客を

見込んで駐車場を用意する。

問　柏 木 運 動 場 整 備 事 業 ３ 億
7,949万円の内容は。
答　設計管理業務1,092万円、

整備工事3億6,857万円。

◆健康福祉課
地域福祉係
問　地域福祉センター事務室エ
アコン２台更新工事の内容は。
答　天井埋め込み型で、室外機

の更新と配管工事を含む。

保健医療係
問　定期予防接種Ｂ類にはコロ
ナと帯状疱疹は含まれるのか。
答　コロナは含まれるが帯状疱

疹は含まれない。

採 決

採 決

採 決

（4月から実施）

社会文教委員会社会文教委員会総務産業委員会総務産業委員会
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公開します 〔3月定例会  審議議案と議員の賛否 〕
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明

　〇… 賛成多数で原案を可決・認定・採択

　× … 賛成少数で原案を否決・不認定・不採択

　△ … 原案に対する修正案を賛成多数で可決・認定・採択

令和６年度　補正予算

令和７年度　予算　（101億1,044万円）

請願・陳情

意見書

結

　
　果

上程議案・概要・結果　　賛成：〇　不賛成：×

条例の制定及び一部改正

人事案件

一般会計（第７号）　　　　　 3,437万円増

国民健康保険特別会計（第５号） 219万円増

後期高齢者医療特別会計（第４号） 118万円減

介護保険特別会計（第４号）　 6,827万円増

水道事業会計（第４号）　　　　　 94万円減

下水道事業会計（第４号）　　　 535万円増

一般会計　　　　　　　　　 65億4,500万円

国民健康保険特別会計　　　 ８億7,983万円

後期高齢者医療特別会計　　 １億8,924万円

介護保険特別会計　　　　 　11億4,056万円

水道事業会計　　　　　　 　４億2,243万円

下水道事業会計　　　　　　 ９億3,335万円

教育長の任命

教育委員会委員の任命

人権擁護委員候補者の推薦

固定資産評価審査委員会委員の選任

生物多様性保全条例の制定

議会の個人情報の保護等に関する条例の一部改正

職員の勤務時間及び休暇等に関する条例の一部改正

公益的法人等への職員の派遣等に関する条例の一部改正

特別職の職員等の給与に関する条例の一部改正

一般職の職員の給与に関する条例の一部改正

公園条例の一部改正

水道事業及び水道用水供給事業並びに下水道事業の設置等に関する条例の一部改正

企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部改正

公共下水道条例の一部改正

消防団員等公務災害補償条例の一部改正

非常勤消防団員に係る退職報奨金の支給に関する条例の一部改正

町道路線の変更

インターネット接続系端末購入事業に関する物品売買契約締結

機構改革に伴うカウンター等購入事業に関する売買契約の締結

「持続可能な学校の実現をめざす意見書」採択を求める

消費税率５％への引き下げを求める

核兵器禁止条約への参加・調印・批准を求める意見書を国に提出することを求める

議会ハラスメント防止条例の制定

令和７年度一般会計予算に対する附帯決議

持続可能な学校の実現をめざす意見書

核兵器禁止条約への参加・調印・批准を求める意見書

締結の契約など

○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

× × × ○ × ○ ○ × × × ×

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

(注）議長は議事進行のため賛否表明はしません。賛否同数の場合のみ「議長裁決」で表明。

(注)

人　事

議員発議

第24号議案　令和７年度飯島町
一般会計予算に対する附帯決議
地域力創造推進プロジェクト

の事業調査の結果、事業実施

に対しての組織体系の明確性

が欠如していること、町内の

財産を利活用する事業である

ため第三者に任せるのではな

く町も積極的に関与すべきで

あり、透明性の担保をする必

要がある。

持続可能な学校の実現をめざす
意見書
核 兵 器 禁 止 条 約 へ の 参 加 ・ 調
印・批准を求める意見書

　３月定例会は、２月25日に開催し、11日までの15日間開催。人事５件・条例12件・補正予算６

件・予算６件・その他３件・陳情３件が審議された。また、発議４件が追加上程された。主な内容は

以下の通り。（評決結果は、P.７参照）

議会のハラスメント防止対策制定議会のハラスメント防止対策制定

総額65億4,500万円
◆重点施策
１．こども元気と学びの力
・安心して子育てできる環境整備

・多様な学びへの支援

・国民スポーツ大会の準備

２．安全で安心なまちづくり
・防災力の充実

・防災設備の整備

・消防団の充実

３．共に支え合える地域づくり
・母子保健事業の充実

・福祉・健康推進への取り組み

4．環境共生・ＧＸ（グリーン・ト
ランスフォーメーション）の推進
・生物多様性の取り組み

・脱炭素・リサイクルの取り組み

町教育長に片桐健氏の再任同意
町教育委員会に鈴木むつみ氏の
選任同意
人権擁護委員候補者に伊藤洋子
氏と堀内誠氏の推薦同意
町固定資産評価審査委員会委員
に三石昌志氏の選任同意

条例の制定並びに改正

町生物多様性保全条例の制定
「ミヤマシジミ」をはじめとし

た、絶滅が危惧される生物と自

然環境を維持していくために生

物多様性保全活動の推進方法を

定めた。

町議会ハラスメント防止条例
の制定
議員及び町職員によるハラス

メントの防止やハラスメント

を起因とする問題が生じたと

きの対応を定めた。

◆適用範囲
１．議員から職員

２．議員から他の議員

３．議員から町民等

４．職員から議員

令和7年度  予算

一 般 会 計

総額11億4,056万円
◆重点施策
１．認知症対応型共同生活介護
事業所家賃助成事業
２．フレイル予防教室（拡充） １．希少種保全のための重要事

項を決定するためにアドバイザ

ー会議を設置する。

２．生物多様性に賛同する個人・

事業者・民間団体からサポータ

ーの認定を行い、希少種・指定

外来種に対する提案を行う。

３．希少野生動植物が生育又は

生息する土地を「特定区域」と

し保全を行う。

介護保険特別会計

総額4億2,243万円
◆主な事業
１．配水池耐震二次診断業務

水道事業会計

特定外来種 ！ きれいでも育てちゃダメ ！

無意識のハラスメントに注意

3月定例会  本会議3月定例会  本会議
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公開します 〔3月定例会  審議議案と議員の賛否 〕

久
保
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巖
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平
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星
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子

浜
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坂
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折
山

　誠

坂
井
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広

伊
藤
秀
明

　〇… 賛成多数で原案を可決・認定・採択

　× … 賛成少数で原案を否決・不認定・不採択

　△ … 原案に対する修正案を賛成多数で可決・認定・採択

令和６年度　補正予算

令和７年度　予算　（101億1,044万円）

請願・陳情

意見書

結

　
　果

上程議案・概要・結果　　賛成：〇　不賛成：×

条例の制定及び一部改正

人事案件

一般会計（第７号）　　　　　 3,437万円増

国民健康保険特別会計（第５号） 219万円増

後期高齢者医療特別会計（第４号） 118万円減

介護保険特別会計（第４号）　 6,827万円増

水道事業会計（第４号）　　　　　 94万円減

下水道事業会計（第４号）　　　 535万円増

一般会計　　　　　　　　　 65億4,500万円

国民健康保険特別会計　　　 ８億7,983万円

後期高齢者医療特別会計　　 １億8,924万円

介護保険特別会計　　　　 　11億4,056万円

水道事業会計　　　　　　 　４億2,243万円

下水道事業会計　　　　　　 ９億3,335万円

教育長の任命

教育委員会委員の任命

人権擁護委員候補者の推薦

固定資産評価審査委員会委員の選任

生物多様性保全条例の制定

議会の個人情報の保護等に関する条例の一部改正

職員の勤務時間及び休暇等に関する条例の一部改正

公益的法人等への職員の派遣等に関する条例の一部改正

特別職の職員等の給与に関する条例の一部改正

一般職の職員の給与に関する条例の一部改正

公園条例の一部改正

水道事業及び水道用水供給事業並びに下水道事業の設置等に関する条例の一部改正

企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部改正

公共下水道条例の一部改正

消防団員等公務災害補償条例の一部改正

非常勤消防団員に係る退職報奨金の支給に関する条例の一部改正

町道路線の変更

インターネット接続系端末購入事業に関する物品売買契約締結

機構改革に伴うカウンター等購入事業に関する売買契約の締結

「持続可能な学校の実現をめざす意見書」採択を求める

消費税率５％への引き下げを求める

核兵器禁止条約への参加・調印・批准を求める意見書を国に提出することを求める

議会ハラスメント防止条例の制定

令和７年度一般会計予算に対する附帯決議

持続可能な学校の実現をめざす意見書

核兵器禁止条約への参加・調印・批准を求める意見書

締結の契約など

○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

× × × ○ × ○ ○ × × × ×

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

(注）議長は議事進行のため賛否表明はしません。賛否同数の場合のみ「議長裁決」で表明。

(注)

人　事

議員発議

第24号議案　令和７年度飯島町
一般会計予算に対する附帯決議
地域力創造推進プロジェクト

の事業調査の結果、事業実施

に対しての組織体系の明確性

が欠如していること、町内の

財産を利活用する事業である

ため第三者に任せるのではな

く町も積極的に関与すべきで

あり、透明性の担保をする必

要がある。

持続可能な学校の実現をめざす
意見書
核 兵 器 禁 止 条 約 へ の 参 加 ・ 調
印・批准を求める意見書

　３月定例会は、２月25日に開催し、11日までの15日間開催。人事５件・条例12件・補正予算６

件・予算６件・その他３件・陳情３件が審議された。また、発議４件が追加上程された。主な内容は

以下の通り。（評決結果は、P.７参照）

議会のハラスメント防止対策制定議会のハラスメント防止対策制定

総額65億4,500万円
◆重点施策
１．こども元気と学びの力
・安心して子育てできる環境整備

・多様な学びへの支援

・国民スポーツ大会の準備

２．安全で安心なまちづくり
・防災力の充実

・防災設備の整備

・消防団の充実

３．共に支え合える地域づくり
・母子保健事業の充実

・福祉・健康推進への取り組み

4．環境共生・ＧＸ（グリーン・ト
ランスフォーメーション）の推進
・生物多様性の取り組み

・脱炭素・リサイクルの取り組み

町教育長に片桐健氏の再任同意
町教育委員会に鈴木むつみ氏の
選任同意
人権擁護委員候補者に伊藤洋子
氏と堀内誠氏の推薦同意
町固定資産評価審査委員会委員
に三石昌志氏の選任同意

条例の制定並びに改正

町生物多様性保全条例の制定
「ミヤマシジミ」をはじめとし

た、絶滅が危惧される生物と自

然環境を維持していくために生

物多様性保全活動の推進方法を

定めた。

町議会ハラスメント防止条例
の制定
議員及び町職員によるハラス

メントの防止やハラスメント

を起因とする問題が生じたと

きの対応を定めた。

◆適用範囲
１．議員から職員

２．議員から他の議員

３．議員から町民等

４．職員から議員

令和7年度  予算

一 般 会 計

総額11億4,056万円
◆重点施策
１．認知症対応型共同生活介護
事業所家賃助成事業
２．フレイル予防教室（拡充） １．希少種保全のための重要事

項を決定するためにアドバイザ

ー会議を設置する。

２．生物多様性に賛同する個人・

事業者・民間団体からサポータ

ーの認定を行い、希少種・指定

外来種に対する提案を行う。

３．希少野生動植物が生育又は

生息する土地を「特定区域」と

し保全を行う。

介護保険特別会計

総額4億2,243万円
◆主な事業
１．配水池耐震二次診断業務

水道事業会計

特定外来種 ！ きれいでも育てちゃダメ ！

無意識のハラスメントに注意

3月定例会  本会議3月定例会  本会議
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問　少子高齢化で人口減少が加
速している。農山村としてどう
向き合うか。
町長　第６次総合計画、デジタ

ル田園都市国家構想総合戦略の

施策を取り組んでいく。

問　持続可能な地域とするには

飯島流ワーケーション

傘山の風景

小学校の学校給食風景

花見の駐車場にしたら？

農山村の将来像

持続可能な地域とは

町長歩きたくなる町をつくる

どう築いていくのか。
町長　取り巻く自然と共有し、

自然や生態系とのバランスを取

り、持続可能な循環型経済をつ

くり直す。

第６次総合計画の実現に向け、

持続可能なまちづくに努める。

問 「にぎやかな過疎」人口減少
下でも地域で幸せに住み続ける
ための政策構想はあるのか。
町長　人が集まる動機と居心地

の良さを持った町をつくってい

くことが必要。居心地がよく、

歩きたくなる町をつくっていく。

問　学校給食の地場産優先の供
給体制の構築とコーディネータ
ー設置の進展は。
教育長　給食センター・行政・

生産者・関係団体が一体で供給

体制の構築が推進される。コー

ディネーターの役は望ましい。

居なくても地元生産者・JAと

の連携で情報交換をしていく。

星 野  晃 伸

 

P8

P10

P11

P11

P12

P12

P9

P9

P10 P13

10議員が質問10議員が質問

「一般質問」とは行財政にわたる議員主導による政策の議論です。（通告順）　　　

吉 川 順 平 農山村の将来像

星 野 晃 伸 土地取得と開発

宮 脇 寛 行 基幹産業の農業支援

伊 藤 秀 明 中学校制服

持続可能な地域とは 

外国人の土地取得に条例を

メンテナンスや修繕に補助を

制服検討委員会はいつから

片  桐　 剛 飯島町地域力創造推進プロジェクト

坂 本 紀 子 生物多様性保全条例

折  山　 誠 七久保診療所再開

三浦寿美子 生活保護制度

浜  田 　稔 町有林

坂 井 活 広 小学校の統廃合

継続可能か

どのように進めるか

医師確保の職員体制を

国へ生活保護基準引き上げを

バイオマス発電で収益事業に

議論のスタート時期は

詳しい内容・議会の様子は、議会ホームページよりご覧いただけます。 ３月定例会では議員10名が登壇し町政を質しました。

町  政  を  問  う

町長制定予定はない

問　外国人の土地取得に対し町
として条例をつくれないか。
町長　水源地などの土地は注意

していくが、条例を制定する考

えはない。

問　株式会社わらむ西側の町道
付近の開発計画は。
建設水道課長　旧家屋の解体は

承知しているが今のところ計画

はない。

問　不法投棄パトロール状況と

土地取得と開発

外国人の土地取得に条例を

メンテナンスや修繕に補助を

赤坂自治会の廃棄農機具が町の
景観に良くないが。
住民税務課長　パトロールは、

シルバー人材センターに委託。

必要に応じて警察とも連携して

いる。

問　学校関係・文化館のWi -Fiの
状況と体育館へのWi-Fi設置は。
教育次長　学校・文化館は設置済

み。体育館への設置予定はない。

町長補助する考えはない

基幹産業の農業支援

▶その他の質問
・ 総合的加工施設の具体的な計画 
　予定について　
・ 南部カントリー施設設置に伴う米
　粉の施設の導入について

吉 川  順 平

問　飯島流ワーケーションの宿
泊客の食事メニュー作りはどの
ようなメンバーで作っているの
か。
地域創造課長　町内４店舗に委

託し、なるべく飯島の食材でお

願いしている。

問　ワーケーション食 部 会 を 作
り勉強会や試食会の予算を作れ
ないか。
地域創造課長　参加してくれる

業者は増やし会議の段取りは考

えるが、試食会等の予算は考え

ていない。

問　小規模で販売を目的としな
い農家へも、農家応援事業補助
対象を希望したが、実施時期や
内容の考えは。
町長　農地の維持管理は課題が

多いが、農地維持の仕組みが継

続できる管理の受け皿や仕組み

を検討し、令和８年度から実施

できるよう進める。

問　再度、メンテナンスや修繕
を小規模農家応援補助金の対象
とすることを希望するが。
町長　補助対象とする考えはな

いが支援内容を検討する。

問　産業廃棄物最終処分場の埋
め立て跡地の有効活用について、
道の駅「田切の里」を中心とし
た地元活性化のため、年間を通
して誘客が望める花園としたい
が、行政の考えは。
町長　活用について、地元と協

議して進めるが、草花や低木で

花が見られるような場所にした

いと考えている。

宮 脇  寛 行

問　田切中央交差点南西の未施
工地をバイパス並みに埋め立て、
駐車場としての活用を。
町長　建設発生土を活用して、

一時的な駐車場や緊急車両の駐

車スペースとして活用できるよ

う県に要請する。

建設水道課長　擁壁の施工も含

め、県と協議する。

地域に根ざし、生きる力
を培う食農教育

田切クリーンセンター
埋立地の活用

伊南バイパス田切中央
交差点南西の活用

不法投棄

体育館Wi-Fi整備
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問　少子高齢化で人口減少が加
速している。農山村としてどう
向き合うか。
町長　第６次総合計画、デジタ

ル田園都市国家構想総合戦略の

施策を取り組んでいく。

問　持続可能な地域とするには

飯島流ワーケーション

傘山の風景

小学校の学校給食風景

花見の駐車場にしたら？

農山村の将来像

持続可能な地域とは

町長歩きたくなる町をつくる

どう築いていくのか。
町長　取り巻く自然と共有し、

自然や生態系とのバランスを取

り、持続可能な循環型経済をつ

くり直す。

第６次総合計画の実現に向け、

持続可能なまちづくに努める。

問 「にぎやかな過疎」人口減少
下でも地域で幸せに住み続ける
ための政策構想はあるのか。
町長　人が集まる動機と居心地

の良さを持った町をつくってい

くことが必要。居心地がよく、

歩きたくなる町をつくっていく。

問　学校給食の地場産優先の供
給体制の構築とコーディネータ
ー設置の進展は。
教育長　給食センター・行政・

生産者・関係団体が一体で供給

体制の構築が推進される。コー

ディネーターの役は望ましい。

居なくても地元生産者・JAと

の連携で情報交換をしていく。

星 野  晃 伸
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10議員が質問10議員が質問

「一般質問」とは行財政にわたる議員主導による政策の議論です。（通告順）　　　

吉 川 順 平 農山村の将来像

星 野 晃 伸 土地取得と開発

宮 脇 寛 行 基幹産業の農業支援

伊 藤 秀 明 中学校制服

持続可能な地域とは 

外国人の土地取得に条例を

メンテナンスや修繕に補助を

制服検討委員会はいつから

片  桐　 剛 飯島町地域力創造推進プロジェクト

坂 本 紀 子 生物多様性保全条例

折  山　 誠 七久保診療所再開

三浦寿美子 生活保護制度

浜  田 　稔 町有林

坂 井 活 広 小学校の統廃合

継続可能か

どのように進めるか

医師確保の職員体制を

国へ生活保護基準引き上げを

バイオマス発電で収益事業に

議論のスタート時期は

詳しい内容・議会の様子は、議会ホームページよりご覧いただけます。 ３月定例会では議員10名が登壇し町政を質しました。

町  政  を  問  う

町長制定予定はない

問　外国人の土地取得に対し町
として条例をつくれないか。
町長　水源地などの土地は注意

していくが、条例を制定する考

えはない。

問　株式会社わらむ西側の町道
付近の開発計画は。
建設水道課長　旧家屋の解体は

承知しているが今のところ計画

はない。

問　不法投棄パトロール状況と

土地取得と開発

外国人の土地取得に条例を

メンテナンスや修繕に補助を

赤坂自治会の廃棄農機具が町の
景観に良くないが。
住民税務課長　パトロールは、

シルバー人材センターに委託。

必要に応じて警察とも連携して

いる。

問　学校関係・文化館のWi -Fiの
状況と体育館へのWi-Fi設置は。
教育次長　学校・文化館は設置済

み。体育館への設置予定はない。

町長補助する考えはない

基幹産業の農業支援

▶その他の質問
・ 総合的加工施設の具体的な計画 
　予定について　
・ 南部カントリー施設設置に伴う米
　粉の施設の導入について

吉 川  順 平

問　飯島流ワーケーションの宿
泊客の食事メニュー作りはどの
ようなメンバーで作っているの
か。
地域創造課長　町内４店舗に委

託し、なるべく飯島の食材でお

願いしている。

問　ワーケーション食 部 会 を 作
り勉強会や試食会の予算を作れ
ないか。
地域創造課長　参加してくれる

業者は増やし会議の段取りは考

えるが、試食会等の予算は考え

ていない。

問　小規模で販売を目的としな
い農家へも、農家応援事業補助
対象を希望したが、実施時期や
内容の考えは。
町長　農地の維持管理は課題が

多いが、農地維持の仕組みが継

続できる管理の受け皿や仕組み

を検討し、令和８年度から実施

できるよう進める。

問　再度、メンテナンスや修繕
を小規模農家応援補助金の対象
とすることを希望するが。
町長　補助対象とする考えはな

いが支援内容を検討する。

問　産業廃棄物最終処分場の埋
め立て跡地の有効活用について、
道の駅「田切の里」を中心とし
た地元活性化のため、年間を通
して誘客が望める花園としたい
が、行政の考えは。
町長　活用について、地元と協

議して進めるが、草花や低木で

花が見られるような場所にした

いと考えている。

宮 脇  寛 行

問　田切中央交差点南西の未施
工地をバイパス並みに埋め立て、
駐車場としての活用を。
町長　建設発生土を活用して、

一時的な駐車場や緊急車両の駐

車スペースとして活用できるよ

う県に要請する。

建設水道課長　擁壁の施工も含

め、県と協議する。

地域に根ざし、生きる力
を培う食農教育

田切クリーンセンター
埋立地の活用

伊南バイパス田切中央
交差点南西の活用

不法投棄

体育館Wi-Fi整備
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町  政  を  問  う一 　般　 質 　問

問　令和７年２月末から成果評
価を行うということだったが、
未だ提出されていない。取組み
や進捗は。
町長　成果が出てきそうな業務

もあれば、まだ十分な取組がで

きていない業務もある。飯島町

地域力創造推進プロジェクトの

全てが順調に進んでいるわけで

はない。

問　「地方創生に群がる「補助金
ハンター」　死角の特別交付税」
という記事が出た。当町関係の
事業者との関係性の調査は。

飯島町地域力創造推進プロジェクト

継続可能か

町長聴取後判断する

町長　記事に出てくる企業と男

性は、当町で包括連携協定をし

ている会社と男性。

問　認 識 を し て い る の で あ れ
ば 、 早 急 に 聞 き 取 り 調 査 を 実
施、今後の判断を急ぐべきと考
えるが。
町長　３月４日に面談を行い、

判断をする予定。

問　第６次総合計画の実施計画
内、重点推進項目の「官民連携
による事務事業の推進」にこの
事業を用いて地域課題を解決す
るとある。結果によっては実施

計画の変更も視野に入れる必要
があるのでは。
町長　特定する会社の状況が思

わしくなければ、新しい会社に

替える。新しいアドバイザー、

あるいは地域活性化起業人への

切り替えも視野に入れ検討する。

問　令和７年度の一般会計予算
ではアドバイザー業務、活動サ
ポート業務などにおよそ2,300
万円の委託費が盛り込まれてい
る。実施計画も含め、方向性は。
町長　精査中。その結果に基づ

いて、事業実施の形を検討する。

　３月17日の全員協議会にて、

概要事業者との契約更新は行わ

ない旨の報告があった。

坂 本  紀 子

詳しい内容・議会の様子は、議会ホームページよりご覧いただけます。 ３月定例会では議員10名が登壇し町政を質しました。

町長具体的な方法は地域戦略で

問　策定するに至った経過は。
町長　1986年から地域複合営

農を進めてきた。2003年EU

の共通農業政策でCAPが位置

付けられ、その理念を「1,000

ヘクタール自然共生農場づく

り」に加えた。その後町内で生

き物調査が行われ、絶滅危惧種

の「ミヤマシジミ」が日本一、

生息していることがわかった。

2018年東京大学とJA上伊那と

町で保全に関する連携協定が結

ばれた。

町民が一体となり「ミヤマシジ

生物多様性保全条例

どのように進めるか

医師確保の職員体制を

ミ」保全の取り組みをさらに進

めるため、生態系及び希少な生

き物などを守るための生物多様

性の保全に関する条例を定める

ことにした。

問　農薬と化学肥料に頼る農産
物生産地で、どのように実現し
ていくのか。米作りの農薬 50％
カットは、今も進んでないので
は。
町長　言われるように中々進ん

でない面もある。生物多様性保

全条例によりさらに進めたい。

問　地形と植生の調査を町民と

町長地域医療担当幹を配置

共に行い、何を保全しどこから
行うのかを決めるべきだが。
町長　20年間続けてきた生き

物調査をデータ化し、これから

も定期的に調査しながら町民に

もアプリを使い協力してもらう

仕組みを作りたい。令和８年度

で具体策が入った生物多様性地

域戦略を策定したい。

問　この地域戦略のメリットは。
町長　環境省の補助金の対象と

なるのでは。令和７年度から３

年間の県の支援「輝く農山村地

域創造推進プロジェクト」で活

用出来ればと思っている。

問　七久保診療所再開に向けて
町出身医師との懇談結果は。
町長　現在愛知県にある大学病

院の学長を努められており、前

職はその大学病院の院長を務め

られた先生と１月に懇談を行っ

た。

先生は、七久保出身で、当町医

療の実情も把握されており、七

久保の地域医療についても気に

留めておられた。

大学病院からすぐに医師の派遣

は困難だが、何らかの形での支

援ということをお願いしてきた。

七久保診療所再開

先生とはホットラインでつなが

っており、今後もしっかりと連

絡を取り合い、医師紹介をお願

いして行きたい。

問　新年度は医師確保を主任務
とする職員体制の取り組みを求
めてきたが、実現するか。
副町長　健康福祉課に、正規職

員で兼務体制だが医師確保を主

任務とする地域医療担当幹を配

置する。

問　安定した財政運営のため、
増え続ける公共施設について、
将来にわたり維持管理していく
べき施設と人口減少に伴い閉鎖、
統合しなければならない施設の
分類・整理を検討するべきでは。
町長　施設ごとの将来的な方向

性については、住民の皆さんと

の合意形成を進めてまいりたい。

▶その他の質問
 ・ 国スポ開催に向けた準備と、柏木グ
　ラウンド整備計画の考えは。

▶その他の質問
 ・ 高齢者の一人暮らし、困窮世帯への
　 対応を問う

▶その他の質問
 ・ 公共施設の借地用地の買い取りを
　 問う
 ・ 防犯カメラの設置補助を問う

片 桐 　 剛 折 山　  誠

教育長新年度に第１回を設ける

問　制服検討委員会はいつを予
定しているのか。
教育長　新３年生を中心にして、

学習活動の一環として考え、新

年度役員、小学校の保護者の意

見を聞きながら新年度に第１回

の検討委員会をスタートしたい。

問　町場に近い利用者は良いが、
遠方の利用者は、すぐにタクシ
ー券を使ってしまい、町場近く
の利用者と不公平感を感じると
の利用者からの声を聞き、対策

中学校制服

制服検討委員会はいつから

伊 藤  秀 明

を考えて欲しいとの話があるが、
考えは。
健康福祉課長　今後も利用者の

様々な要求や利用状況の把握を

行いながら、公共交通施策とと

もに連携して、高齢者や障害者

の生活の支援を検討していきた

い。

問　体育の授業では、熱中症が
心配される。国では体育館空調
設備を加速する追加補助募集を
行っている。半額補助率になっ

ているが町の考えは。
教育長　空調設備の必要性は理

解する。体育館の授業は様々な

熱中症対策をとるとともに、合

わせて今後は冷風機やスポット

クーラーなどを設置したい。

問　古いタブレットの処理は。
教育長　小学校は２年生に、中

学校は新年生に利活用する。

問　個人情報のデータ処理はど
のようにするのか。
教育長　ICT支援員の指導のも

と、初期化、新規設定を行うこ

とにしている。

問　帯状疱疹ワクチンの補助は。
健康福祉課長　接種費用の一部

補助については現在上伊那郡内

統一金額で実施できるよう協議

している。

公共施設の適正規模

福祉タクシー券
教育環境整備

帯状疱疹ワクチン
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町  政  を  問  う一 　般　 質 　問

問　令和７年２月末から成果評
価を行うということだったが、
未だ提出されていない。取組み
や進捗は。
町長　成果が出てきそうな業務

もあれば、まだ十分な取組がで

きていない業務もある。飯島町

地域力創造推進プロジェクトの

全てが順調に進んでいるわけで

はない。

問　「地方創生に群がる「補助金
ハンター」　死角の特別交付税」
という記事が出た。当町関係の
事業者との関係性の調査は。

飯島町地域力創造推進プロジェクト

継続可能か

町長聴取後判断する

町長　記事に出てくる企業と男

性は、当町で包括連携協定をし

ている会社と男性。

問　認 識 を し て い る の で あ れ
ば 、 早 急 に 聞 き 取 り 調 査 を 実
施、今後の判断を急ぐべきと考
えるが。
町長　３月４日に面談を行い、

判断をする予定。

問　第６次総合計画の実施計画
内、重点推進項目の「官民連携
による事務事業の推進」にこの
事業を用いて地域課題を解決す
るとある。結果によっては実施

計画の変更も視野に入れる必要
があるのでは。
町長　特定する会社の状況が思

わしくなければ、新しい会社に

替える。新しいアドバイザー、

あるいは地域活性化起業人への

切り替えも視野に入れ検討する。

問　令和７年度の一般会計予算
ではアドバイザー業務、活動サ
ポート業務などにおよそ2,300
万円の委託費が盛り込まれてい
る。実施計画も含め、方向性は。
町長　精査中。その結果に基づ

いて、事業実施の形を検討する。

　３月17日の全員協議会にて、

概要事業者との契約更新は行わ

ない旨の報告があった。

坂 本  紀 子

詳しい内容・議会の様子は、議会ホームページよりご覧いただけます。 ３月定例会では議員10名が登壇し町政を質しました。

町長具体的な方法は地域戦略で

問　策定するに至った経過は。
町長　1986年から地域複合営

農を進めてきた。2003年EU

の共通農業政策でCAPが位置

付けられ、その理念を「1,000

ヘクタール自然共生農場づく

り」に加えた。その後町内で生

き物調査が行われ、絶滅危惧種

の「ミヤマシジミ」が日本一、

生息していることがわかった。

2018年東京大学とJA上伊那と

町で保全に関する連携協定が結

ばれた。

町民が一体となり「ミヤマシジ

生物多様性保全条例

どのように進めるか

医師確保の職員体制を

ミ」保全の取り組みをさらに進

めるため、生態系及び希少な生

き物などを守るための生物多様

性の保全に関する条例を定める

ことにした。

問　農薬と化学肥料に頼る農産
物生産地で、どのように実現し
ていくのか。米作りの農薬 50％
カットは、今も進んでないので
は。
町長　言われるように中々進ん

でない面もある。生物多様性保

全条例によりさらに進めたい。

問　地形と植生の調査を町民と

町長地域医療担当幹を配置

共に行い、何を保全しどこから
行うのかを決めるべきだが。
町長　20年間続けてきた生き

物調査をデータ化し、これから

も定期的に調査しながら町民に

もアプリを使い協力してもらう

仕組みを作りたい。令和８年度

で具体策が入った生物多様性地

域戦略を策定したい。

問　この地域戦略のメリットは。
町長　環境省の補助金の対象と

なるのでは。令和７年度から３

年間の県の支援「輝く農山村地

域創造推進プロジェクト」で活

用出来ればと思っている。

問　七久保診療所再開に向けて
町出身医師との懇談結果は。
町長　現在愛知県にある大学病

院の学長を努められており、前

職はその大学病院の院長を務め

られた先生と１月に懇談を行っ

た。

先生は、七久保出身で、当町医

療の実情も把握されており、七
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は困難だが、何らかの形での支

援ということをお願いしてきた。

七久保診療所再開

先生とはホットラインでつなが

っており、今後もしっかりと連

絡を取り合い、医師紹介をお願

いして行きたい。

問　新年度は医師確保を主任務
とする職員体制の取り組みを求
めてきたが、実現するか。
副町長　健康福祉課に、正規職

員で兼務体制だが医師確保を主

任務とする地域医療担当幹を配

置する。
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べき施設と人口減少に伴い閉鎖、
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分類・整理を検討するべきでは。
町長　施設ごとの将来的な方向
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中学校制服

制服検討委員会はいつから

伊 藤  秀 明

を考えて欲しいとの話があるが、
考えは。
健康福祉課長　今後も利用者の

様々な要求や利用状況の把握を

行いながら、公共交通施策とと

もに連携して、高齢者や障害者

の生活の支援を検討していきた

い。

問　体育の授業では、熱中症が
心配される。国では体育館空調
設備を加速する追加補助募集を
行っている。半額補助率になっ

ているが町の考えは。
教育長　空調設備の必要性は理

解する。体育館の授業は様々な

熱中症対策をとるとともに、合

わせて今後は冷風機やスポット

クーラーなどを設置したい。

問　古いタブレットの処理は。
教育長　小学校は２年生に、中

学校は新年生に利活用する。

問　個人情報のデータ処理はど
のようにするのか。
教育長　ICT支援員の指導のも

と、初期化、新規設定を行うこ

とにしている。

問　帯状疱疹ワクチンの補助は。
健康福祉課長　接種費用の一部

補助については現在上伊那郡内

統一金額で実施できるよう協議

している。
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帯状疱疹ワクチン
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1月21日

1. 一般職・特別職給与等の改正

令和６年人事院勧告に基づき、

一般職と特別職の給与などが改

正。初任給を大幅に改善し、若

年層に重点をおいた月額俸給の

引き上げが行われた。

２．物価高騰対応重点支援地方

創生臨時交付金を活用した経済

対策

住民税非課税世帯に対する３万

円の支援、事業者に対して電

気・ガス・燃料に掛かった費用

の一部補助を実施。

３．いいじま環境フェアの開催

カーボンニュートラル宣言から

これまでに実施してきた内容を

踏まえて講演会などを企画。

2月7日

3月11日

1. JR七久保駅トイレ整備

JR東海が行なう七久保駅舎の

スリム化に伴い、町がトイレの

設置を実施する。

2. 楽天市場事業の今後

「飯島町営業部」による楽天市

場でのお試しネット販売事業を

1. 各種計画の説明

①町地球温暖化対策実行計画

②都市計画マスタープラン

③立地適性化計画

④こども計画

⑤こども家庭センターの設置

2. 百間ナギ崩落対策

亀裂が発生してからは大きな変

化や亀裂の拡大もなかった。

今後も調査を実施する。

４．与田切公園再生整備計画に

対する保護者アンケート結果

小中学生の保護者を中心に与田

切公園の整備に関して項目ごと

アンケートを実施。（793件回答

　詳細は、町のホームページにて）

①駐車場ゾーン②森のセンター

ゾーン③子どものパラダイスゾ

ーン④スポーツゾーン⑤森の庭

園ゾーン⑥森のバーベキュー・

ドッグランゾーン⑦公園全体

「飯島町営業部」の解散に伴い

事業の廃止を決定した。

3. 飯島流ワーケーション事業

の令和７年度からの運営方針

ｉｉネイチャー春日平の運営主

体を株式会社日本旅行に引継ぎ、

町はサポートを実施する。

町  政  を  問  う一 　般　 質 　問

早い移設が望まれる

問　町有林の皆伐・再造林事業
が 行 わ れ た 。 再 造 林 に は 5 0 年
から100年の管理が必要だが、
行政が担い手となるのか。長期
の収支見込みはあるのか。
町長　担い手は産業振興課。町

のヒノキは高品質で評価が高い。

今回は再造林に県の補助金を使

い、２ヘクタールで200万円の

収益を得た。木材市場は変化が

大きく長期の収支は不透明だ。

問　林野庁推奨の２倍伐期が収
益面でも二酸化炭素固定でも効
果的とする研究者もいる。日本

町有林

バイオマス発電で収益事業に

町長研究してみたい

坂 井  活 広

詳しい内容・議会の様子は、議会ホームページよりご覧いただけます。

教育長出生数35人以下が基準

問　中学校で１学年２学級の運
営 が で き な く な る 3 5 人 以 下 が 、
統廃合の議論を始める基準との
報道があった。１学年２学級の
運営ができなくなることが、な
ぜ統廃合に結び付くのか。
教育長　子どもの数、学級数に

よる教員の数が決まっており、

単級になると教員数が減り負担

が増え、結果的に子ども達の多

様な学びに対応することが困難

になるため。

問　過 去 1 0 年 間 の 出 生 数 の 推
移は。
教育長　平成26年度は73人、

小学校の統廃合

議論のスタート時期は

令和６年度は２月末の時点で

35人。ぎりぎり36人以上にな

る見込み。

問　すぐにでも議論を始めるべ
きだと考えるが。
教育長　35人以下となる時を

待たず、懇談をしたりアンケー

トをしたり、色々な方の意見を

聞く機会を持ちたいと思ってい

る。

問　統廃合があると、保護者も
含めて子ども達の登下校の負担
が増えるのではないか。
教育長　子ども達の送迎、登下

校は町が責任を持たなければな

らない。

問　首都圏の塾と提携して、山
村 留 学 を 行 っ て 児 童 数 を 2 7 人
か ら 6 0 人 ま で 回 復 さ せ た 自 治
体がある。
都会の子を呼んで、児童数を維
持して学校維持を図るのか、そ
れとも、統廃合やむなしだが飯
島で生まれた子ども達にとって
良い教育を提供していくのか決
める時期に来ているのではない
か。
教育長　懇談をする際には、今

の実情・現状を示していきたい。

▶その他の質問
 ・ 七久保小学校防災倉庫の雨漏り

浜 田 　 稔

町長福祉事務所と連携・研究

問　物価高騰で、灯油を使わず
布団にくるまり生活する受給者
がいる。受給者の生活実態を把
握しているか。
町長　福祉事務所と家庭訪問を

している。物価高騰の調査はし

ていないが、大変厳しい状況。

問　平成 30年10月から生活保護
基準が引き下げられた。物価高
騰の中、町として国に保護基準
の引き上げを求めるべきだが。
町長　伊那保健福祉事務所と連

携し、実態を把握しながら研究

を進めたい。

生活保護制度

国へ生活保護基準引き上げを

三浦 寿美子

問　一過性でなく継続した支援
が必要。検討を求めるが。
健康福祉課長　今後も物価高騰

は続くため、継続した支援が必

要と考えている。

国や県の動向を注視しながら支

援に努めたい。

生活に困っている人は、ぜひ役

場へ連絡をして欲しい。限られ

た支援ではあるが、関係機関と

協力しできる限りの対応をした

い。

問　元消防署の施設を利用して
いるため、冬は足元が冷える。
障がい者の作業所として相応し
くない。町長の認識は。
町長　現在の場所は、令和４年

に取り壊す予定であったが、協

議の上先送りとなっている。

社協の意向を確認・尊重しなが

ら、こまくさ園の機能移転に向

けた協議を重ねていきたい。

参照

※環境要因が子供たちの成長・発達に、どのような影響を与えるのかを明らかにする調査

物価高騰対策

こまくさ園の施設環境

は造林から伐採までのサイクル
を回して林業の適切な管理を確
認した歴史がない。町有林管理
の適切なあり方を研究調査する
組織の立ちあげを提案するが。
町長　検討する。

問　間伐材を用いたバイオマス
発電を提案する。
電力と大量の熱が得られ、例え
ば温水プールや温泉が実現出来
る。事業費は約２億円と見込ん
でいる。その利益を林業収入に
加えれば町有林事業を黒字化し、
長期的な収益的事業が可能にな

る。
現在、飯島町の企業と住民が使
っているエネルギー費用は年間
2 0 億 円 で 、そ の 大 半 が 電 気 ・
燃料代として町外に流出してい
る 。 一 方 町 内 に は 2 4 億 円 相 当
の自然エネルギーが眠っている
 （出典：環境省）。バイオマス発
電で町内の森林から電気と熱を
得ることにより、町外へのお金
の流出を止められる。林業や製
材・木工などの雇用収入は飲食
やサービスなどへの消費支出と
なって町内を巡り、豊かな町が
実現する。町も木質バイオマス
事業に出資し、事業化を推進す
るよう提案するが。
町長　木質バイオマス発電には

まだ技術的課題があるとも聞い

ているが、研究してみたい。
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けた協議を重ねていきたい。

参照

※環境要因が子供たちの成長・発達に、どのような影響を与えるのかを明らかにする調査

物価高騰対策

こまくさ園の施設環境

は造林から伐採までのサイクル
を回して林業の適切な管理を確
認した歴史がない。町有林管理
の適切なあり方を研究調査する
組織の立ちあげを提案するが。
町長　検討する。

問　間伐材を用いたバイオマス
発電を提案する。
電力と大量の熱が得られ、例え
ば温水プールや温泉が実現出来
る。事業費は約２億円と見込ん
でいる。その利益を林業収入に
加えれば町有林事業を黒字化し、
長期的な収益的事業が可能にな

る。
現在、飯島町の企業と住民が使
っているエネルギー費用は年間
2 0 億 円 で 、そ の 大 半 が 電 気 ・
燃料代として町外に流出してい
る 。 一 方 町 内 に は 2 4 億 円 相 当
の自然エネルギーが眠っている
 （出典：環境省）。バイオマス発
電で町内の森林から電気と熱を
得ることにより、町外へのお金
の流出を止められる。林業や製
材・木工などの雇用収入は飲食
やサービスなどへの消費支出と
なって町内を巡り、豊かな町が
実現する。町も木質バイオマス
事業に出資し、事業化を推進す
るよう提案するが。
町長　木質バイオマス発電には

まだ技術的課題があるとも聞い

ているが、研究してみたい。
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宮下 秀和
　千葉県から七久保に移住して３

年目。自宅でバラ園造りに挑戦中

です。家族は妻と猫１匹。

荒川みずき
　神奈川県出身。一人娘と暮らす

シングルマザーです。「循環」をテ

ーマに物作りをしています。

池 上　明
　アメリカ文化に憧れた日本文化

の酒屋です。昔から飯島駅前で営

業する３代目の店主です。

「町谷堤」の桜（4月17日撮影）「町谷堤」の桜（4月17日撮影）
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新しい議会に
期待することは ？ 住所・氏名・年齢・解答とご意見など

をご記入のうえ、いいちゃんポスト・
ＱＲコードで、飯島町議会事務局　
議会だよりアンケート係宛まで

InstagramInstagramFacebookFacebook

★新議員と新議会構成の紹介

★３月定例会報告

議会だよりアンケート議会だよりアンケート

４月から新しい議会体制になりました。
皆様の新しい議会に期待することを
お寄せください。（P.２～３参照）

新議員 新議員 新議員

1. 表紙

・良い表情をされています。これからが楽しみです！

・はちきれんばかりの笑顔。若いって良いな。

・生徒が成人する頃、元気な町であり続ける責任も

感じました。

・みんな笑顔でとても良い写真でした。

2. 特集ページ 「中学生の議会だより作成」 （要望　

　　　を含む）

・総合という授業、とても良い時間だと思います。

私も学生の頃、こんな授業の時間欲しかった。

・生徒さん達が町を盛り上げようと自分たちで考え

てやり切る、読んでいて楽しかったです。

・小さい写真がいくつもあって、分かりづらいのが

残念でした。

・表紙と関係する特集ページは冊子としてまとまり

があって良い。

・様々な場面の写真や、個人の写真とメッセージで

構成してあり、関心を持って何回も読みました。

・農業から銀座NAGANOまで幅広い経験を若いうち

にできるのは良い取り組みだと思います。

3. 定例会・各委員会

・学童クラブがすし詰めなのは知りませんでした。

　より良い環境で今後過ごせるようになれば良い。

・学童クラブは長期休暇など、働いている親にとっ

ては本当にありがたい場所ですが、もっと広けれ

ばありがたい。

・マイナ保険証利用の件で未だ討論しているのはレ

ベルが低いと思う。

・議員報酬ですが、家業を持った人でないとこの議

員報酬では厳しいのかも。

・若い人がもっと議員として活動したいと思えるた

めにも、年齢をある程度制限しての議員報酬増額

が妥当だったのでは。

・報酬も重要ですが、仕事内容や忙しさをもっと

オープンにすればなり手の候補は増えるのでは。

・議員講習会の内容を動画配信やホームページに載

せたりすると興味を持つ人が増えそう。

4. 一般質問

・自治会では、草刈りなどの地区作業や役員などが、

現役世代に多くのしかかってきています。平日は

働き、週末は地区のことをやるとかなりの負担。

 『地域のつながり』はもちろん大事ですがこのまま

では負担が大きすぎます。

・自治会問題を急いで話し合ってほしい。世帯数・

人数に格差があり、色々な面で不均等がある。

・税収の厳しさと打開策の見通し、こんなに厳しい

のか？と驚きです。無い袖は振れないとは言えな

い中で、町政の舵取りするのは大変ですね。

5. 全体を通しての意見・要望

・もうすぐ選挙ですが、今回のように若い世代と女

性議員がたくさん立候補すると良いな。

・「あれどうなった」で、その後どうなったのかわ

かりやすく書いてあり、他にも載せてほしい。

・一般質問は生活に直接影響がありそうで興味深い

が各委員会のやり取りは内容が大きく難しい。

・議員研修会に中学生２名参加の記事を見てたのも

しく思いました。

・町の課題や議論、取り組みがどのように進められ

ているかの概要がコンパクトにまとめられていま

す。

・情報がケーブルTVをはじめSNSなどで発信されて

いるのもとても良い。

第109号 広報紙面に対するご意見

議会だより議会だより

モニターのひとことモニターのひとこと


